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内 容 梗 概

什r二･】日雀J′一計符システムHIPAClOこiに使用されているH--145形磁気テープ装掛こつき,仕様,構造の概岬

と,テ【プ送り,リール制御,書き込み読み出し回路,月か)扱いカ法の問題点および特長を述べた｡H･-145形

磁包もテープ装揖は,すでに多数納入され,予期どおりの成績で運転中である〔

1.緒 口

屯千計算機には,その添削iり御部分の利月]効率をあげるため,各

種の入出力装置が使用されている〔そのうちで,磁気記録の原理を

応用した装瞑(1)(2)は,他の装置に比較して,高速と記録節度が大き

いという特長を生かしたもので,その応用分野はますます拡大しつ

つある｡これら装置の機能の上昇ほ,また電子計算システムの適用

分野の拡大につなが/つているりその代表的なものが,磁気ドラム記

憶矧軋 磁瑞テープ装置,およびランダム･アクセス用として使用

される磁気ディスク,磁去もカード記憶装毘頬である｡

これらのうち,磁気テープ装置(‥り(4〕は,とくに記録容量か大き

く,F斡位記録あたりの価格が低く,さらに,リールの交換によっ

て‥記録容量をいくらでもあげうるという特長をもっており,小形

から大形に至る電丁計算システムの分野iこ,また事務札 科学用を

問わず,現在もっとも広範朗に使用されている｡

以下,科学用HIPAClO3電子計算磯(5)に便閉しているH-145形

磁気テープ装置についてその概要を述べる｡

2.概 要

HIPAClO3は,科学計節用としで製造している中形電子計算機

であって,関西電力株式仝礼の冠プ婚至満員荷配分装一匠(ELD)をほ

じめ′ノヒ備したソフトウエアをニー三かして,大学･研究所をはじめ,数

多く使用されている｡

第1図 H-14･5形磁気テープ装置
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出力制御装符を介して,HIPAClO3の処理装置に接続され,プロ

グラムに従って制御されるっ また,入出ノノ制御装一掛こよるオフライ

ンのデータ処理も可能である〔おもな仕様を舞1表に,また,本装

置に恥､られているスイッチ･ランプ･人出力信号の種類を第2表

に,使用テープの特性を第3表に示す｡

テープ上に記録される情報のフォーマットは,第2図に示すよう

に,8トラックであって,うち6ビットが情熱,第4(中心)トラ､ソ

クほクロック,第8トラックはパリティである｡情報ブロックの光

H-145形磁気テープ装㌻酌ま,第】図に示すような外観を有し,入

第1表 H-145形磁気テープ装置のおもな仕様
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REMOTE/MANUAL
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INFOlそⅣIATION(×8)
MT SEIJ

戻雷Å臼‾
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説 明

′■E源の投人,切断

追ド絹,手如拙作の切換え

順方向,坪山,逆方向

菖戻し

テーー▼7‾の装頃

テープの取りはずt_

電源が投入さ九てし､るこ

装置が動作叫能であるこ

とを示す

とをバミす

テー‾ノが終矧こ釆たことをホす

■′スタ‾ノアイルであることを示す

順方向への走行指令

逆方向への走行指令

巻戻し指令

i巧込入指令

.t‡込み帖鳩
遜jJl折合

託出し情報

装置が選択さ九ている とを示す

巻戻し中であることを示す

装置が動作可能であることを示す

テープがロードJてイントにあることを示す

三一プがチーフニュソドlこなったことを示す
7‾-プがテープエンドで前進不能なること
を′示す

プア丁ノLが保護さナtていることを示す
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第3表 H-145形磁気テープ装置用磁気テープ特性蓑
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第2図 テープ上の記鐘フォーマット

第3図 H-145形磁気テープ装直送り機構外観図

頭の8字ほ,ブロック･サーチ(Block Search)の際のラベルにも

なる｡1ブロックは,64語(512字)で構成され,テープ1巻に約

13,000ブロック,すなわち約650万字の情報が記録される｡

3.テープの送り機構

弟3図にテープ送り機構の外観を,弟4図にその原理図を示す｡

テープは,ファイル･リール(8′)より,左側真空柱(7′),ブレー

キ･ローラ(4′),磁気ヘッド(1,2)を経て,右側のブレーキ･ロー

ラ(4),真空柱(7)を通り,マシーン･リール(8)に巻かれる｡テ

ープの送りは,ピンチ･ローラ(5,5′)を,一定角速度で回転をして

いるキャプスタン(3,3′)に,テープをはさんで圧着することにより

行なわれる｡

ピンチ･ローラは,ブレーキ(6,6′)と一体で,ピンチ･ローラが
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1苔込みヘッド

2 読出しヘッド

3,3■ キャプスタン

4,4'ブレーキローラ

5,5′ ピンチローラ

6,6'ブレーキ

7,7-真空柱

8 マシンリール

8- ファイルリール

9 テープ

10 テープ位置検出孔

第4図 H-145形磁気テープ装置送り機構

れ,ブレーキ･ローラは,テープの走行に従って回転する構造にな

っている｡ファイル･リールより,マシーン･リールにむかってテ

ープが送られる場合(これを順方向-FWD-という)右側のブレーキ

とブレーキ･ローラは離れているが,左側,すなわち送り出し側の

ブレーキ･ローラほブレーキがかかっていて,固定ガイド･ポール

となっており,テープはブレーキ･ローラと摩擦しながら走行する

ことにより,磁気ヘッド上のテープの位置を‾正確ならしめている｡

この状態で,停止指令が米た場合,イ了側のピンチ･ローラはキャプ

スタンより離れ,ブレーキがブレーキ｡ローラに圧若されてテープ

ほ悼_けこする｡

このように,テ】プ駆動側のブレーキ･ローラをテープ送りのと

きに円転させることにより,テープ走行附こ二f州しるテープの巻き付

け杓,またほ摩擦角が小さくなり,テープ淑力を必要以上に増大さ

せることがなく,したがって,テープ起動時の背張力が小さく,ま

た作手如こよって′卜ずる荷電吸薪を少なくして,テープの超勤柑生を

山女fならしめている｡

4.リールの制御

ディジタル電イ▲計算機の磁気テープ装掛ま,一粒のテープを連続

送F)するのみならず,小数のブロックを菖き込み,または読み出し

して処理したり,少数のブロックに相当する長さだけ巻き戊すこと

が多い｡したがってきわめて短い長さのテープを急激に起動し,仲

lヒし,また逆方向に起動させる必要があり,テープの起動停止時間

の短いことが要求される｡よってテープの起動,停止時にリール軸

が直接負荷とならないように,ピンチ･ローラとリール軸の間に緩

衝部を設け,緩衝部門のテープ長の変化を検出して,つねにこのテ

ープ長さを一定に保つように,リール軸のモータを制御している｡

この緩衝部の方式には弟5図に示すような種煩があるが,本装置

では真空方式を採用した｡真空方式ほあまり緩衝部の長さを長くで

きないため,リール･モータの出力の大きいことが必要であり,制

御回路に工夫を必要とするが,緩衝部の慣性がきわめて小さく,テ

ープ･ループのテープの動きに対す応答が速く,また,テープの張

力が任意の値に設定でき,テープ緩衝長によってテープの張力がほ

とんど変わらないなどの特長を有している｡

起動時におけるテープの緩衝長は次式であらわされる｡

緩衝長』5max=∬･
(〃2ん＋ん)V2

2J¢

キャプスタンに圧著すると,ブレーキは,ブレーキ･ローラより離 ただし

-57-
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モータ軸とリール軸のギヤ比

モータ軸の慣性能率(g-Cm2)

リール(テープを含む)の慣性能率(g-Cm2)

テープの送り速度(cm/s)

テープの巻き半径(cm)

モータのトルク(リール軸換算)(g-Cm)

山:リール軸の無負荷回転角速度(rodian/s)

真空式の場合,限られた緩衝長において,テープの順,逆方向の

起動停止を,ある時間間隔でくりかえし行なうという過酷な条件下

でも,安定な動作をするよう,上記諸元を決める必要がある｡

また本装置では,実用上の考慮から次のような安全機構が付加し

てある｡

(1)電源を投入しても,真空度が規定値に達するまでほ,リー

ル･モータ制御回路は働かせない｡

(2)以下の場合には,リール･モータに急制動をかけ,テープ

が走行中あるいほ巻き戻し中でもすみやかにテープを停止させて

テープの破損を防ぐ｡

(i)具窄柱内の真空度か脱走値よりFがった場合

(ii)テープの緩衝長が異常に良いか短い場合

(iii)貞空柱内のテープ位置検出に誤りがあった場合

(iv)入力電源の切断,内部電源のヒューズ断など,電源系統

に異常のあった場合

(3)巻き戻し中にはテープをヘッドから浮かせる｡

これらはいずれも,テープに傷を生じたり,さらにはテープが破

損することによって,貴重なデータの失なわれるのを防ぐための機

能である｡

5.書き込み読み出し回路

磁気ヘッドは,書き込みヘッドと,読み出しヘッドを1ブロック

にしたデュアル･ヘッドを用い,書き込みを行ないながら,その情

報を続けて読み取って,記録された情報が正しいかどうかのチェッ

ク(Read after WriteCheck)する｡これによっで情報の信頼度は

著しく向上する｡情報が誤っていた場合,テープは自動的にもどさ

れて,再び情報の書き込みを行ない,引き続いてチェックを行なう

のである｡

書き込みヘッドのトラック幅は,読み出しヘッドのトラック幅よ

り広くして,他の装置との互換性を保ちやすいよう考慮してある｡

弟4表は,本装軌こ使用しているDS-420形磁気ヘッドの仕様であ

十
1
ポ
糸

､-.】.+

る｡

読み出し回路ほ,読み出しヘッドで読み取られた微

小信号(約30mV)を増幅し,一定の振幅レベルでス

ライスし,パルス信号に整形し,スキュウ補正回路

で,各トラックの信号をクロック信号を基準にして時

間ずれをなくし,入出力制御装置に送り出している｡

スキュウとは,各トラックから同じタイミソグで読

み出されるべき信号がずれて読み出されることであっ

て,これがあると情報の時間偏差誤差となるので,そ

れを補正する必要がある｡スキュウの起こる原因は磁

気ヘッドの取り付けの傾きに基づく静的なもの,磁気

テープの走行時に片のぴを与えるような力の加わる動

的なもの,それに読み出し電圧のバラツキなどで起こ

る回路的なものに分けられる｡

る.テープ･リールの取り扱い,その他

&lテープ･リールの取り付け,取りはずし

テープ･リールを,磁気テープ装置に取り付け,取りはずすこと

は,使用テープを損傷することなく,しかも容易に短時間に行なえ

る必要がある｡本装置でほ,MLPクリア･テープ･リーダ(Me-

ChanicalLoad Point Clear Tape Leader)をマシーン･リールに

巻き付けることによって,この目的を果たすこととしている｡

すなわち,まず,ファイル･リールを左側に取り付け,テープ初

端をガイド･ポールのところにあるMLPクリア･テープ･リーダ

と接合し,ついで,テープ取りはずしスイッチをNORMALにする

と,テープのLOAD POINTが出るまで送られて,リールの取り

付けが終わる｡

リールの取りはずしは,巻き戻し操作により,テープをLOAD

POINTまで巻き戻して,テ…プ取りはずしスイッチをREMOVE

にするとテープ初端の接合部が,ガイト･ポールのところにくるま

で巻き戻される｡送りが停止したら,MLPクリア･テープ･リー

ダを,リールより切りほなし,リールをはずせばよい｡

d.2 ファイル保護

情報が記録されたテープを,操作の誤りによって,その情報を失

なうことのないように,ファイル･プロテクト･リングを備えてい

る｡薫き込みを行なう場合には,リールにこのリングをつけて,磁

気テープ装掛こ取り付けることによって,はじめて書き込み回路は

機能を発揮し,このリソグをもたない場合は新たに情報が記録を行

なうことができない｡

第4表 DS-420形磁気ベッドの仕様

仕 様
項 目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

形 式

責込みヘッド l 読出しヘッド

デュアルスタック形

ト ラ ッ ク 数

ト ラ ッ ク 幅 (mm) 0.7 0.5

ト ラ ッ ク 間 隔 (mm)

ギ ャ ッ プ 幅 (〃)

ギ ャ ッ プ偏 差 (/り

1.6 1.8

巻 数 160 300＋300

イ ンダク タ ン ス (rnH) 1.9

記 録 電 流 (mA) 50

5.7(片)

再 生 電

クロスト【ク

圧 (mV)

ギャップ問

トラック間

13～17(片)

-20dB以下

ー30dB以下

ー158-



HIPAClO3電子計算システム用H-145形磁気テープ装置

8)ClearPolyester
SensingTape Leader

[±]
トー2･00…卜

､ヾノ

モノ

2,000

㊦pressureseれSitiveReflecti､,e
Tape(裏副

`寸

く:〉

＋1
【■■一

寸

以上

隊劣〆/刻

/イ
/

25.4±0.4 2,000

25.4±0.4

以上 2,000以上-

第6図 テ ー フ カ

る.3 テープ･マーカとその検出

書き込み,読み出し,巻き戻しなどを完全に制御し,テープの行

き過ぎなどによる情報の損失を防ぐため,使用するテープは4種煩

のテープ･マーカを備えている｡葬る図はこのマーカを示したもの

である｡

(1)ロード･ポイント･マーカ(Load PointMarker)

幅4.7mm,長さ25.4mmの反射テープを初端より約2mのと

ころに取り付け,これで検出されると逆方向の送りや巻き戻しは

自動的に停止する｡

(2)テープ･エンド･マーカ(Tape End Marker)

(1)と同様のものでテープ終端より約2mのところに取り付

け,テープ終端の近いことを警告する｡これは警告であって検出

されても書き込み,読み出しは続行できる｡

(3)メカニカル･テープ･エンド･て-カ(MechanicalTape

End Marker)

透明テープを使用している｡これが検出されると順方向の送り
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は自動的に停止し,書き込み,読み出しはできなくなる｡

(4)メカニカル･ロード･ポイント･マーカ(Mechanical

Load Point Marker)

MLPクリヤ･テープ･リーダで,マシン･リールに巻かれて

おり,上述のようにテープの取り付け,取りはずしに有効である｡

また,高速度の巻き戻しの場合は,テープをヘッドより浮かせる

ため,LoadPoi叫TapeEndの検出部が離れるので,一度,テー

プをMecbanicalLoad Pointまで巻き戻して後に,Load Poin

まで前方送りする｡

7.鯖 言

H-145形磁気テープ装置は,昭和38年3月文部省統計数理研究

所納め,TSK-ⅠⅠⅠ形科学用計算機をはじめ,HIPAClO3形電子計

算機の標準入出力装置として多数生産納入されているが,いずれも

良好な成績をもって運転中である｡現在製作中のものも多数あるが

今後はさらに,機能の向上と特性の安定化を目ざして努力を続けて

行く所存である｡各位のご叱正をお願いする次第である｡

終わりに,種々ご指導いただいている日本電信電話公社電気通信

研究軌 ならびに顧客各位,ご助言いただいた日立製作所中央研究

所はじめ関係事業所各位,神奈川工場関係各位に厚くお礼を申し上

げる｡
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